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淀川水系の特徴
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・淀川水系には，下記4つの特徴が存在する。
（１）淀川水系の流域面積は8,240km2といった広大な面積を有しており，その約半分が琵琶湖流域となっている。
（２）木津川，宇治川，桂川の各河川に狭窄部が存在している。
（３）洪水時ピーク流量2,000～5,500m3/s規模の３川（木津川，宇治川，桂川）が同位置に合流する。
（４）下流域の海域に土砂が堆積し，低平地が形成され，下流域には人口・資産が集中している。
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琵琶湖の特徴（地形と水位）
・琵琶湖の地形は，流入一級河川が117本存在し，流出河川は瀬田川1本になっている。また，平成25年9月
台風18号では，琵琶湖流入量は最大6,000m3/s程度と推定され，瀬田川洗堰放流量は最大800m3/s程度と
なっている。
・琵琶湖の水位は，琵琶湖からの流出量より流入量が大きいため，洪水の際に上昇する。下流の淀川水位より
琵琶湖水位が緩やかに上昇するため，淀川水位のピークと１日差で琵琶湖水位のピークが発生する。
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琵琶湖の断面イメージ

最大6,000m3/s程度

琵琶湖流入量
最大6,000m3/s程度

平成25年9月台風18号豪雨時の
琵琶湖への流入量と瀬田川からの洗堰放流量

瀬田川洗堰放流量
最大800m3/s程度

下流の淀川に比べ、
琵琶湖の水位は
ゆっくり上昇します。
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淀川水系の改修と瀬田川改修
・「淀川改良工事」は，新淀川の開削，毛馬洗堰・閘門設置，宇治川の付替と巨椋池分離とともに瀬田川洗堰
設置と瀬田川の掘削が盛り込まれ，明治29年に着手された。
・淀川改良工事では，洪水時の下流洪水低減のための洗堰が設置され，琵琶湖の浸水被害軽減のため瀬田川
河道改修が実施された。

巨椋池の分離巨椋池の分離

新淀川の開削新淀川の開削

毛馬閘門設置毛馬洗堰・閘門設置

南郷洗堰設置瀬田川洗堰設置

宇治川を付け替え、連続堤防を造るこ
とで巨椋池を分離。

3,600m3/s

835m3/s

1,950m3/s

琵琶湖

←宇治川

瀬田川洗堰（明治38（1905）年）

毛馬洗堰・閘門
（明治43（1910）年）

新淀川の開削

宇治川の付替と巨椋池分離

大川、中津川、神崎川に分かれ蛇
行していた河川を改修。

洪水時の大阪市内への水量を調
節・遮断が可能に。

瀬田川を掘削し、平常時の琵琶湖水位
を低下し、沿湖の被害を軽減。
洪水時の琵琶湖からの流出量を調整。
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計画名・期間 瀬田川の河川改修 瀬田川のイメージ

改良工事実施前

淀川改良工事

明治33(1900)年
～明治42(1909)年

・河床掘削
（疎通能力 50m3/sから200m3/sに増大）

※琵琶湖水位0m時の疎通能力
・瀬田川洗堰の設置
（水通し32門、人力で角材を入れて流出量を調節）

淀川第一期河水統制事業

昭和18(1943)年

～昭和27(1962)年

・河床掘削
（疎通能力 200m3/sから400m3/sに増大）
※琵琶湖水位0m時の疎通能力

淀川水系改修基本計画

昭和32(1958)年

～昭和42(1967)年

・河床掘削
（疎通能力 400m3/sから600m3/sに増大）

※琵琶湖水位0m時の疎通能力
・瀬田川洗堰の改築
（ゲート10門、2段ゲートで流出量を調節）

淀川水系工事実施基本計画

昭和46年(1971)年～

・河床掘削
（疎通能力 600m3/sから800m3/sに増大）

※琵琶湖水位0m時の疎通能力

淀川水系河川整備計画

平成21(2009)年～

・河床掘削（疎通能力 1,500m3/s）
※琵琶湖水位1.4m時の疎通能力

瀬田川改修の経緯
・淀川改良工事実施後も，瀬田川の疎通能力は向上してきたが，上下流バランスを確保する観点から，瀬田川
の狭窄部である鹿跳渓谷は，これまで実施されてこなかった。
・明治38年に旧瀬田川洗堰（南郷洗堰）が設置され，その後，洪水時操作の時間短縮と正確性を期すため昭和
36年に機械化された瀬田川洗堰（現洗堰）が完成した。

琵琶湖水位0mで毎秒200m3

琵琶湖水位0mで毎秒600m3

琵琶湖水位0mで毎秒50m3

旧瀬田川洗堰（南郷洗堰）

瀬田川洗堰（現洗堰） 昭和36年完成
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現状

鹿跳渓谷の
河川整備後



淀川水系の治水システム（瀬田川洗堰）
・琵琶湖と淀川における洪水時ピークの時差を活用し，淀川流量がピークを迎え危険な状況の際には，琵琶湖
からの流出量を抑制するために，瀬田川洗堰の制限操作もしくは全閉操作を行う。
・その後，淀川流量が減り始め琵琶湖水位がピークを迎える前には，琵琶湖水位上昇を極力抑えるために，瀬
田川洗堰の全開操作を行う。
・平成25年9月台風18号の影響により，４１年ぶりに瀬田川洗堰の全閉操作を実施し，天ヶ瀬ダムの洪水調節を
行った。

全閉 全開

琵琶湖水位と
淀川流量の関係

平等院

天ヶ瀬ダム

京都盆地

・天ヶ瀬ダムの洪水調節操作（9月16日）

・瀬田川洗堰の全閉操作（9月16日）

平成25年9月台風18号時の状況
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大雨で淀川の水位が上昇し始め
ますが、琵琶湖ではまだ水位の
上昇はありません。

淀川の流量がピークになっても、琵琶
湖の水位はさほど上昇していないので、
洗堰からの放流量を制限しています。

淀川の流量が減りはじめる頃、琵琶
湖の水位は上昇を続けているので、
洗堰を全開して湖の水位をさげます。

① ② ③
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淀川水系の治水システム（瀬田川洗堰と天ヶ瀬ダム）
・下流域において，宇治川，淀川の水位が上昇し危険な状況の際には，瀬田川洗堰の放流量を制限もしくは全閉
し，まずは下流洪水を防御する。
・その後，淀川水位が低下し始めた際には，瀬田川洗堰の全開放流を開始し，琵琶湖水位の上昇を抑制する。

地
点
流
量
・
水
位

放
流
量

天ヶ瀬ダム（宇治川）

瀬田川洗堰（瀬田川）

➊天ヶ瀬ダムの予備放
流のための制限

➋宇治川水位上昇
のための全閉

➌淀川水位上昇のための
全閉

➍天ヶ瀬ダムの水位を
低下させるための制限

➎琵琶湖の水位を抑制もしくは
低下させるための全開

水
位

枚方地点（淀川）

氾濫注意水位4.50m

3.0m

ダムへの流入量

ダムの放流量ダムの貯水位

➊（予備放流）
ダムの水位を下げる

➋（一次調節）
下流河川の水位
低下のためダムに
貯留する

➌（二次調節）
淀川の水位
低下のためダ
ムに貯留する

➍次の洪水に備えダ
ムの水位を低下さ
せる

➎流入量（洗堰の放流量）をそ
のまま放流

最大840m3/s 840m3/s 840m3/s

最大200m3/s
最大300m3/s

0m3/s

160m3/s

時間

時間

時間

※鹿跳渓谷改修前（現況）では、
琵琶湖水位+1.4m時に
1,100m3/s程度放流

※瀬田川洗堰の放流量と
残流域からの流出量を
貯留せずに、そのまま放流
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瀬田川洗堰

：事業中（再開発）

：完成

三川合流点から約55km

三川合流点から約47km
三川合流点から約16km

琵琶湖

淀川水系の治水システム（三川合流と天ヶ瀬ダム）
・木津川，宇治川，桂川の３川および淀川の水位を低減させる上で，三川合流点の水位低下が重要となる。
そのため，各支川の流出については貯留施設で調節し，琵琶湖流域の流出については瀬田川洗堰と天ヶ瀬
ダムで調節している。
・三川合流点に最も近く，三川合流点の水位低下に効果的な天ヶ瀬ダムは，集水面積に対して洪水調節容量が
小さい。大戸川ダムの建設により天ヶ瀬ダムの負荷が軽減され，洪水調節機能を最大限発揮することができる。
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大戸川
流域面積：約190km2
流路延長：約38km

大戸川ダム
重力式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ(流水型)
ダム高 ：約67.5m
総貯水容量：約22,100千m3
集水面積 ：約152km2 

大戸川ダム
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近年の琵琶湖浸水被害

高島市勝野
(7/7、B.S.L.+69cm）

近江八幡市中ノ庄町
(7/8、B.S.L.+76cm）

草津市山田町
(7/8、B.S.L.+76cm）

近江八幡市白王町
(7/8、B.S.L.+76cm）

平成30年7月豪雨時の浸水被害

+2.6m（湖岸堤の天端高）

計画高水位(+1.4m)

-0.2m

-0.3m

氾濫危険水位(+1.15m)：琵琶湖周辺で床上浸水が発生する水位

氾濫注意水位(+0.7m)：琵琶湖周辺で床下浸水が発生する水位

避難判断水位(+0.8m)：過去の避難実績より設定（H7.5 安土町で自主避難）

常時満水位(+0.3m)
常時満水位(+0.3m)：10月17日～6月15日

洪水期制限水位(-0.3m)：9月1日～10月16日

洪水期制限水位(-0.2m)：6月16日～8月31日
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平成３０年７月豪雨

琵琶湖流域平均雨量(mm)
琵琶湖水位(m)

・洪水時に上昇した琵琶湖の水位を通常の管理水位まで低下させるには長期間を要します。そのため，琵琶湖沿岸
では長期間にわたる浸水被害を軽減するため，下流河川の河道改修に伴い，瀬田川の河道改修を進めています。
・平成30年7月豪雨では，琵琶湖ピーク水位がBSL+0.77mまで上昇し，琵琶湖沿岸の農地浸水が始まるBSL+0.3m
を約10日間も継続した。

約10日間

琵琶湖沿岸の農地浸水が始まる水位ＢＳＬ+0.3m



琵琶湖沿岸の浸水被害軽減に向けて
・平成4年に瀬田川洗堰操作規則が制定される際に，「琵琶湖治水事業の効果が十分発揮されるよう，洗堰下
流の瀬田川の改修を精力的にすすめられたいこと。」といった意見が滋賀県知事から提出された。
・また，淀川水系河川整備計画（変更）では，放流制限又は全閉操作によって上昇した琵琶湖水位を下げるた
めに必要な後期放流時の流量を増大させるため施設整備を速やかに実施するよう求められている。
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操作規則制定にあって滋賀県知事からの意見 H4.3.30 淀川水系河川整備計画（変更） R3.8.6



瀬田川改修の実施について
・瀬田川洗堰上流の改修は，琵琶湖総合開発事業により平成4年度までに完了。
・瀬田川洗堰下流の河床掘削は令和3年度に完了，宇治川塔の島地区改修は完了，天ヶ瀬ダム再開発事業は令
和4年運用開始予定。
・鹿跳渓谷について，淀川水系河川整備計画（変更）では，「検討して実施する」としている。

琵琶湖

天ヶ瀬ダム

瀬
田
川

天ヶ瀬ダム再開発
令和4年運用開始予定

鹿跳渓谷

宇治川

瀬田川洗堰

塔の島地区改修
平成30年度完了

淀川水系河川整備計画（変更）

10

瀬田川洗堰上流
平成4年までに完了

瀬田川洗堰下流
鹿跳渓谷上流
令和3年度完了


